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協力機関一覧（順不同）
●東大和市社会福祉協議会　●東大和市商工会　●東大和市シルバー人材センター
●新聞販売店（Ａ Ｓ Ａ大和西部、 Ａ Ｓ Ａ大和東部、 Ａ Ｓ Ａ大和南部・大和北部、 東京新聞村
　山団地専売所 、 読売 セン ター東大和、 読売セン ター東大和中央、 読売セン ター大和高木、
　読売 セン ター東村山、 読売新聞富士見 サービス センター、 読売セン ターやまと村山Ｎ Ｔ）
●東京電力㈱立川支社　●東京ガス㈱多摩支店　●東京都ＬＰガス協会東大和部会
●日本郵便㈱武蔵村山郵便局及び市内郵便局（芋窪郵便局、南街郵便局、大和郵便局、　
　清水郵便局、上北台郵便局、新堀郵便局、武蔵大和駅前郵便局、向原郵便局）
●金融機関（りそな銀行東大和支店、多摩信用金庫東大和支店、青梅信用金庫東大和支
　店・東京街道支店・玉川上水支店・桜が丘出張所、西武信用金庫東大和支店・桜街道
　支店、飯能信用金庫東大和支店、大東京信用組合東大和支店・上北台出張所、東京み
　どり農業協同組合東大和支店・仲原支店）
●宅配便事業所（ヤマト運輸㈱東大和支店）
●配食事業所（宅配クックワン・ツゥ・スリー東大和・村山店、まごころ弁当立川東大
　和店・多摩モノレール中央店・小平小川店、ワタミタクショク東京東村山営業所）
●食材配達事業所（生活協同組合コープみらいコープデリ昭島センター、生活協同組合
　パルシステム東京立川センター、東都生活協同組合小平センター）
●乳飲料配達事業所（東京ヤクルト販売㈱東大和センター・武蔵村山センター）
●牛乳販売店（㈲関田牛乳店、明治牛乳南街販売所、森永牛乳東大和宅配センター、メ
　グミルク東京街道販売店）
●公衆浴場（富士見湯健康セントー、ゆ処神明湯）
●タクシー事業所（ヤマト交通㈱、多摩湖交通㈲）

　

市
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、「
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜
大
き
な
和

〜
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
地

域
で
活
動
す
る
団
体
や
事
業
所

等
の
協
力
機
関
が
日
常
業
務
等

の
中
で
、
高
齢
者
の
「
ち
ょ
っ

と
し
た
異
変
」
に
気
づ
い
た
場

合
、
市
役
所
や
高
齢
者
ほ
っ
と

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
高

齢
者
を
さ
り
げ
な
く
見
守
っ
て

い
く
も
の
で
す
。

　

現
在
の
協
力
機
関
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。
今
後
も
協
力
機

関
を
増
や
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
予
定
で

す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
・
１
１
７
６
ま
で
。

高齢者の孤立死・虐待を防ぐために実施しています 

高齢者見守りネットワーク 
～大きな和～ 
協力機関をご紹介します 

【
食
費
・
居
住
費
の
軽
減
】

　

施
設
に
入
所
し
た
場
合
等
の

食
費
、
居
住
費
、
滞
在
費
は
、

原
則
と
し
て
全
額
利
用
者
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）、介
護
老
人

保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療

施
設
に
入
所
し
た
場
合
の
食
費

と
居
住
費
（
室
料
や
光
熱
水
費

相
当
）

②
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）
を
利
用
し
た
場
合
の
食
費

と
滞
在
費
（
室
料
や
光
熱
水
費

相
当
）

※
①
と
②
の
費
用
に
は
減
額
措

置
が
あ
り
ま
す
（
対
象
の
段
階

別
負
担
限
度
額
は
表
１
参
照
）。

【
利
用
者
負
担
額
の
軽
減
】

　

次
に
掲
げ
る
①
〜
⑦
の
全
て

に
該
当
す
る
被
保
険
者
が
、
軽

減
措
置
を
実
施
す
る
事
業
者
か

ら
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
場
合
、
利
用
者
負
担
額
、

食
費
及
び
居
住
費
等
が　

％
軽

２５

減
さ
れ
ま
す
。

①
世
帯
を
構
成
す
る
全
て
の
方

の
申
請
日
の
属
す
る
年
度
の
市

民
税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と

②
世
帯
を
構
成
す
る
全
て
の
方

の
平
成　

年
中
の
年
間
収
入
総

２５

額
が
表
２
に
掲
げ
る
基
準
額
以

下
で
あ
る
こ
と

③
世
帯
を
構
成

す
る
全
て
の
方

の
申
請
日
現
在

の
預
貯
金
総
額

が
表
２
に
掲
げ

る
基
準
額
以
下

で
あ
る
こ
と

④
居
住
用
の
家

屋
そ
の
他
日
常

生
活
の
た
め
に

必
要
な
資
産
以
外
に
利
用
し
得

る
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
こ

と⑤
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

⑥
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

⑦
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な

い
こ
と

▽
軽
減
対
象
サ
ー
ビ
ス

盧
訪
問
介
護

盪
通
所
介
護

蘯
短
期
入
所
生
活
介
護

盻
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス

眈
訪
問
入
浴
介
護

眇
訪
問
看
護

眄
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

眩
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

眤
短
期
入
所
療
養
介
護

眞
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

眥
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

眦
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

※
盧
〜
蘯
及
び
眈
〜
眥
は
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
を
、
盻
は
地
域

密
着
型
を
含
み
ま
す
。

▽
申
請　

本
人
に
よ
る
申
請
が

必
要
で
す
。
該
当
す
る
場
合
は
、

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）

に
あ
る
申
請
書
に
記
入
・
押
印

の
う
え
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
利
用
者
負
担
額
」
の

軽
減
申
請
は
、
平
成　

年
中
の

２５

収
入
及
び
申
請

日
現
在
の
預
貯

金
額
が
確
認
で

き
る
書
類
や
通

帳
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
該
当
し
た

方
に
は
市
か
ら

申
請
の
案
内
を

郵
送
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高

齢
介
護
課
・
内

線
１
１
３
７
ま

で
。

　

東
大
和
市
そ
菜
園
芸
組
合
で

は
、
と
う
も
ろ
こ
し
刈
り
体
験

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で

小
学
生
以
上
の
親
子

▽
日
時　

７
月
５
日
貍
午
前
９

時
か
ら
（
小
雨
決
行
。
荒
天
時
は

翌
日
順
延
。
順
延
が
決
定
し
た

場
合
、
当
日
午
前
８
時
ま
で
に

参
加
者
へ
電
話
連
絡
し
ま
す
）

▽
集
合
場
所　

東
大
和
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
（
下
図
参
照
）

※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
定
員　
　

組
（
申
込
順
）

２０

▽
参
加
費　

一
人
当
た
り　

円
２００

（
当
日
集
金
。
保
険
代
等
）

▽
申
込
み　

６
月　

日
豺
〜　

１６

２０

日
貊
に
産
業
振
興
課
・
内
線
１

０
７
２
ま
で
。

今号の主な記事
　子育てひろばをご利用ください  ………2面
障害者等の手当等制度のご案内  ………2面
催し物のご案内  …………………………3面
家庭廃棄物有料化及び戸別収集の
　　　　　　　説明会・減免制度  ……3面
情報マップ・健康ひとくちメモ  ……4・5面
ハミングホール・市民記者レポート  …6面

わたしたちは　国際社会の

一員として  安心して暮らせる

平和なまちをつくります

〔東大和市男女共同参画　
　　　　　都市宣言（抄）〕

　

市
で
は
、
市
内
に
住
所
の
あ

る
結
婚　

年
目
を
迎
え
た
ご
夫

５０

婦
（
昭
和　

年
４
月
１
日
〜
昭

４０

和　

年
３
月　

日
に
婚
姻
届
出

４１

３１

を
さ
れ
た
ご
夫
婦
）
に
祝
状
と

祝
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
申
請
で
き
な
か
っ
た

ご
夫
婦
（
昭
和　

年
４
月
１
日

３９

〜
昭
和　

年
３
月　

日
に
婚
姻

４０

３１

届
出
を
さ
れ
た
ご
夫
婦
）
も
対

象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
該
当

の
方
は
高
齢
介
護
課
（
市
役
所

２
階
）
へ
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

申
請
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す

が
、
祝
品
は
結
婚　

年
目
を
迎

５０

え
た
日
以
降
に
お
贈
り
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、

全
部
事
項
証
明
書
ま
た
は
戸
籍

謄
本
（
３
か
月
以
内
に
発
行
さ

れ
た
も
の
）

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

　

地
元
産
農
作
物
を
販
売
す
る

農
産
物
直
売
所
「
み
ど
り
っ
子

仲
原
店
」
が
６
月　

日
豺
に
オ

２３

ー
プ
ン
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
か

ら
３
日
間
、
各
日
先
着　

人
に

２００

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
所
在
地　

仲
原
４
―　

―
１

１１

（
下
図
参
照
。
６
月　

日
豺
開

１６

設
の
Ｊ
Ａ
東
京
み
ど
り
仲
原
支

店
に
併
設
さ
れ
ま
す
）

▽
営
業
日
時　

月
〜
金
曜
日
午

前
９
時　

分
〜
午
後
３
時
（
祝

３０

日
は
除
く
）

▽
問
合
せ　

Ｊ
Ａ
東
京
み
ど
り

東
大
和
支
店
�　

―　

―
４
３

０４２

５６１

８
３
、
ま
た
は
産
業
振
興
課
・

内
線
１
０
７
２
ま
で
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
等
の 

軽
減
を
実
施
し
ま
す 

表 1　食費・居住費（滞在費）に係る軽減の対象要件並びに軽減後の負担限度額　（単位：円／日）

居住費・滞在費

食費対象者利用者
負担段階 多床室

従来型個室ユニット型個室

介護老人
保健施設介護老人

福祉施設準個室個室
介護療養型
医療施設

　0　　490　320　490820300生活保護受給者または老齢福祉年金受
給者で世帯全員が市民税非課税の方第1段階

320　　490　420　490820390
世帯全員が市民税非課税で、前年の合
計所得金額と課税年金収入額が 80万円
以下の方

第2段階

320　1,310　8201,3101,310650世帯全員が市民税非課税で、第 2段階
対象者以外の方第3段階

※上記に該当しない場合、負担額は利用する施設等により異なり、利用者と施設等との契約により決定されます。

表 2　利用者負担額軽減制度「収入・預貯金基準表」

預貯金基準額収入基準額世帯構成員数

3,500,000円1,500,000円1人

4,500,000円2,000,000円2人

5,500,000円2,500,000円3人

世 帯 構 成 員 が 
1 人 増 す ご と に
1,000,000円を加算

世 帯 構 成 員 が
 1 人 増 す ご と に
500,000円を加算

4人以上

参
加
者
を
募
集
し
ま
す 

と
う
も
ろ
こ
し 

刈
り
体
験 

  

N 新青梅街道 

東
大
和
高
校 

ガソリン 
スタンド 

飲食店 
中央通り 

ファーマーズ 
センター 

公園 

公園 

6
月
 23
 日
 （月）
 

み
ど
り
っ
子 

  

仲
原
店
オ
ー
プ
ン 

  
N 

  

  
  

新青梅街道 

家具店 

電器店 

銀
行 

コンビニ 

中央通り 

JA東京みどり 
仲原支店 
（新設） 

みどりっ子 
仲原店 

金
婚
祝
品
を 

　
お
贈
り
し
ま
す 
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タウンミーティング「市長と語ろう会」「家庭廃棄物の減量について」をテーマに、① 6月 18日（水）午後 7時から② 6月 21日（土）午前 10時から、場所はいずれも中央公民館ホールで開催します（事前申込み不要）／問合せ　ごみ対策課・内線1245まで
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家
庭
で
保
育
し
て
い
る
就
学

前
の
お
子
さ
ん
が
い
る
保
護
者

を
対
象
と
し
た
「
子
育
て
ひ
ろ

ば
」
が
市
内
に
３
か
所
あ
り
ま

す
。
地
域
の
子
育
て
の
拠
点
と

し
て
、
子
育
て
相
談
や
情
報
提

供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◎
大
和
南
保
育
園
「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
・
ポ
ケ
ッ
ト
」

�
オ
ー
プ
ン
デ
ー 

毎
週
火
・

木
・
金
曜
日
の
午
前　

時
〜
正

１０

午
の
間
、
園
庭
開
放
を
し
て
い

ま
す
（
予
約
制
）。

�
育
児
相
談 

月
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
予
約

制
。
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
で
も
受

付
可
）

▽
問
合
せ　

大
和
南
保
育
園
�

　

―　

―
３
４
５
０
、
フ
ァ
ク

０４２

５６５

ス　

―　

―
５
７
５
０
へ
。

０４２

５６６

◎
誠
愛
保
育
園
「
子
育
て
ひ
ろ

ば
」

�
オ
ー
プ
ン
デ
ー 

毎
週
月
・

水
・
金
曜
日
の
午
前　

時
〜
午

１０

後
４
時
、
木
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
正
午
の
間
、施
設
を
開
放
し
、

親
子
で
交
流
し
て
い
ま
す
。

�
育
児
相
談 

火
・
土
曜
日
の

午
前
及
び
午
後
、
木
曜
日
の
午

後
（
予
約
制
。
電
話
や
フ
ァ
ク

ス
で
も
受
付
可
）

▽
問
合
せ　

誠
愛
保
育
園
�　
０４２

―　

―
３
９
９
０
、
フ
ァ
ク
ス

５６３

　

―　

―
５
４
８
７
へ
。

０４２

５６１

◎
玉
川
上
水
保
育
園
「
子
育
て

ひ
ろ
ば
・
に
こ
に
こ
広
場
」

�
オ
ー
プ
ン
デ
ー 

毎
週
火
〜

金
曜
日
の
午
前
９
時　

分
〜
正

３０

午
、
午
後
１
時
〜
３
時　

分
の

３０

間
、施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

�
育
児
相
談 

オ
ー
プ
ン
デ
ー

の
中
で
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

玉
川
上
水
保
育
園

�　

―　

―
８
６
７
２
、
フ
ァ

０４２

５６６

ク
ス　

―　

―
８
６
７
１
へ
。

０４２

５６６

�

　

今
年
度
は
小
学
校
の
児
童
が

使
用
す
る
教
科
書
の
採
択
替
え

の
年
度
で
す
。
採
択
に
当
た
り

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
、
法
定
展
示
会

を
実
施
し
ま
す
。

▽
期
間　

７
月
２
日
貉
ま
で

▽
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時　

分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

３０
▽
会
場　

教
育
セ
ン
タ
ー
学
校

支
援
室
（
清
原
４
―
１
３
１
２

―
２
、
第
三
小
学
校
３
階
）

※
予
約
は
不
要
で
す
。
な
お
、

ご
来
場
の
際
は
、
学
校
支
援
室

入
口
の
窓
口
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

▽
展
示
内
容　

文
部
科
学
省
の

教
科
書
検
定
に
合
格
し
た
小
学

校
用
教
科
書
の
一
部
を
展
示
し

ま
す
。
全
て
の
教
科
書
を
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
、
教
科
書
セ

ン
タ
ー
（
立
川
市
錦
町
６
―
３

―
１
東
京
都
多
摩
教
育
セ
ン
タ

ー
内
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
意
見
募
集　

展
示
会
場
に
あ

る
意
見
書
に
記
入
し
、
学
校
支

援
室
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

指
導
室
・
内
線
１

５
３
４
ま
で
。

　

市
で
は
、
障
害
者
の
就
労
支

援
の
一
環
と
し
て
「
障
害
者
職

場
体
験
実
習
事
業
」
を
実
施
し

ま
す
。
職
場
体
験
実
習
は
、
一

般
就
労
の
経
験
が
あ
ま
り
な
い

方
に
短
期
間
の
職
場
体
験
を
し

て
い
た
だ
き
、
就
労
に
必
要
な

知
識
や
能
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
事
業
所
の
要
件　

市
内
で
引

き
続
き
１
年
以
上
業
務
実
績
が

あ
り
、
障
害
者
の
就
労
に
理
解

が
あ
る
事
業
所

▽
受
入
事
業
所
の
登
録　

事
前

に
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
し

た
場
合
、
登
録
証
を
交
付
す
る

と
と
も
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
実
習
の
受
入　

障
害
者
就
労

支
援
室
の
登
録
者
で
業
務
に
ふ

さ
わ
し
い
方
を
就
労
支
援
員
が

調
整
し
ま
す
。
実
習
期
間
は
、

お
お
む
ね
３
日
〜
２
週
間
程
度

（
３
日
以
下
も
可
）
で
す
。

▽
費
用　

実
習
生
へ
の
賃
金
等

の
支
払
い
は
不
要
で
す
。
通
勤

費
・
食
費
等
の
実
費
は
実
習
生

の
負
担
と
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

障
害
者
就
労
支
援

室
・
内
線
２
３
０
９
ま
で
。

次
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は
、

園
か
ら
配
布
さ
れ
る
ご
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 
な
お 
、 ご
案
内

が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
や

内
容
に
不
明
な
点
が
あ
る
場
合

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
保
護
者
補
助
金
】

▽
対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
る

３
・
４
・
５
歳
児
（
平
成　

年
２６

４
月
１
日
現
在
。
年
度
途
中
で

満
３
歳
に
な
る
幼
児
も
含
む
）

を
、
私
立
幼
稚
園
、
幼
稚
園
類

似
の
幼
児
施
設
ま
た
は
保
育
所

型
も
し
く
は
地
方
裁
量
型
の
認

定
こ
ど
も
園
（
認
定
こ
ど
も
園

は
短
時
間
利
用
に
限
る
）
に
通

園
さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方

【
就
園
奨
励
費
補
助
金
】

▽
対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
る

３
・
４
・
５
歳
児
（
平
成　

年
２６

４
月
１
日
現
在
。
年
度
途
中
で

満
３
歳
に
な
る
幼
児
も
含
む
）

を
、
認
可
幼
稚
園
（
幼
稚
園
類

似
の
幼
児
施
設
は
除
く
）
に
通

園
さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
２
、
ま
た
は
通
園
し
て
い

る
幼
稚
園
等
へ
。

■
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
保
育
士
が
手
遊
び
や
読

み
聞
か
せ
を
し
た
り
、
参
加
者

間
で
情
報
交
換
を
し
た
り
す
る

出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
子
育
て
に
関
す

る
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

０
歳
〜
３
歳
児
と
そ

の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　

７
月
２
日
貉

は
湖
畔
集
会
所
、
７
月
４
日
貊

は
む
こ
う
は
ら
児
童
館
、
７
月

９
日
貉
は
清
水
集
会
所
、
７
月

　

日
貉
は
仲
原
集
会
所

１６▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
（
予
約
は
不
要
で
す
）

４５
▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
３
６
５

０４２

５６５

１
ま
で
。

　

保
護
者
補
助
金
・
就
園
奨
励

費
補
助
金
交
付
の
対
象
の
方
は
、

子
育
て
ひ
ろ
ば
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

幼
稚
園
児
の 

保
護
者
の
方
へ 

補
助
金
の 

　
　
申
請
手
続
き 

小
学
校
用
教
科
書 

法
定
展
示
会
を 

実
施 

障
害
者
職
場
体
験 

協
力
事
業
所
を 

募
集
し
ま
す 

障害者等の手当等制度のご案内 
手当により、所得制限・併給制限などがありますので、児童

育成手当（障害手当・育成手当）は子育て支援課・内線1761、

その他は障害福祉課・内線1121までお問い合わせください。 

支　　　給　　　要　　　件　　　等支　給　月手　当　額手　当　名対象
　20歳未満の、身体障害者手帳1～4級程度、愛の手帳1～4度程度の障害のある児童を養育している方
※施設入所による支給制限有り。4月・8月・12月月額 6,100円

心身障害児福祉
手当　　　【市】

身
体
・
知
的
障
害
者
（
児
）

【都】制度の手当：20歳以上で、①身体障害者手帳1級及び2級程度、愛の手帳1～3度程度の方、②脳性麻ひまた
は進行性筋萎縮症の方（65歳以上の新規申請は除く）

【市】制度の手当：20歳以上で、身体障害者手帳3級及び4級程度、愛の手帳4度程度の方（65歳以上の新規申請は
除く）

※施設入所及び所得による支給制限有り。

いずれも
4月・8月・12月

【都】月額15,500円
【市】月額  6,100円

心身障害者
福祉手当

【都】【市】

　①重度の知的障害、②重度の身体障害、③重度の障害が重複する方で常時複雑な介護を必要とする方（65歳以上
の新規申請は除く）　※施設入所、3か月を超える入院、所得による支給制限有り。

毎月月額60,000円
重度心身障害者
手当　　　【都】

　20歳未満の、身体障害者手帳1級及び2級程度、愛の手帳1～3度程度、脳性麻ひまたは進行性筋萎縮症の児童を養
育している方　※施設入所及び保護者の所得による支給制限有り。2月・6月・10月月額15,500円

児童育成手当
（障害手当）【都】

　20歳未満の、身体障害者手帳1～3級程度、愛の手帳1～3度程度の障害のある児童、またはこれらと同等の疾病や
精神に障害のある児童を養育している方
※施設入所、公的年金の受給、保護者の所得などによる支給制限有り。

4月・8月・11月
重度：月額49,900円
中度：月額33,230円

特別児童扶養
手当　　　【国】

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
（
児
）

　20歳未満で、身体障害者手帳1級及び2級の一部、愛の手帳1度及び2度、またはこれらと同等の疾病や精神に障害
のある児童で常時介護を必要とする児童
※施設入所、公的年金の受給、保護者の所得などによる支給制限有り。

2月・5月・
8月・11月

月額14,140円障害児福祉
手当　　　【国】

　20歳以上で、身体障害者手帳1級及び2級程度、愛の手帳1度及び2度程度の障害が重複している方、またはこれら
と同等の疾病・精神障害のある方で常時特別の介護を必要とする方
※施設入所、3か月を超える入院、公的年金の受給、所得による支給制限有り。

2月・5月・
8月・11月

月額26,000円特別障害者
手当　　　【国】

　18歳に達する日以後の最初の3月31日までの児童を養育している保護者で、身体障害者手帳1級及び2級程度、ま
たは精神に、労働することを不能にさせ、かつ、常時の監視または介護を必要とする程度の障害を有する方
※施設入所及び保護者の所得による支給制限有り。

2月・6月・10月月額13,500円
児童育成手当
（育成手当）【都】

○加入資格：障害者の保護者で、①都内に住所があること、②65歳未満であること、③特別の疾病または障害がな
く、保険契約の対象となることができること。
○障害者の範囲：①知的障害者、②身体障害者（身体障害者手帳1級～3級）、③精神または身体に永続的な障害を
有する方で、①②と障害の程度が同程度の方

月額20,000円（口数追加加入者は40,000
円）その他弔慰金、脱退一時金等は加入期
間により異なります。掛金は加入時の保
護者の年齢により異なります。

心身障害者
扶養共済　【都】

①東京都難病患者医療費助成規則別表第1の欄に掲げる疾病にかかり医療券または特定疾患登録者証の交付を受け
ている方（65歳以上の新規申請を除く）
②東京都難病患者医療費助成規則別表第1の欄に掲げる疾病にかかり小児慢性疾患医療券の交付を受けている方
（①②とも他の道府県が交付した医療券を含む）
※施設入所、所得及び心身障害児福祉手当、心身障害者福祉手当との併給による支給制限有り。

4月・8月・12月月額 5,100円
難病患者福祉
手当　　　【市】

難
病
患
者

　被爆者健康手帳をお持ちの方　※申請受付は毎年度7月1日から7月31日まで。8月年額20,000円
原爆被爆者
見舞金　　【市】

被
爆
者
※手当名欄の【国】は国の制度、【都】は東京都の制度、【市】は東大和市の制度です。
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■
季
節
の
投
影
「
た
な
ば
た
さ

ま
の
星
空
」

　

織
姫
星
や
彦
星
を
探
し
た
り
、

七
夕
の
物
語
を
紹
介
し
ま
す
。

満
天
の
星
空
の
下
、
職
員
が
直

接
お
話
を
し
ま
す
。

▽
投
影
日
時　

７
月
５
日
貍
・

６
日
豸
午
前　

時
、午
後
１
時
、

１１

午
後
３
時
か
ら
各
回　

分
程
度

５０

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
定
員　

各
回　

人
（
当
日
先

１００

着
順
）

▽
観
覧
料　

大
人　

円
、
小
・

２００

中
学
生　

円
１００

※
投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
日
の
通
常
番

組
の
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７
■
「
子
ど
も
た
ち
と
の
公
民
館

＆
児
童
館
」

　

公
民
館
を
利
用
し
て
い
る
大

人
と
児
童
館
に
来
る
子
ど
も
た

ち
が
、
夏
の
一
日
を
一
緒
に
な

っ
て
楽
し
く
遊
び
ま
す
。

▽
対
象　

幼
児
親
子
、
小
学
生

〜　

歳
未
満
と
保
護
者
の
方

１８
▽
日
時　

７
月　

日
貍
午
後
１

１２

時　

分
〜
４
時

３０
▽
場
所　

な
ん
が
い
児
童
館

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

南
街
公

民
館
�　

―　

―
２
７
７
１
、

０４２

５６４

な
ん
が
い
児
童
館
�　

―　

―

０４２

５６７

２
４
４
１
ま
で
。

■
友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！
」

〜
観
光
蔵
馬
車
復
活
〜

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
運
行

を
中
止
し
て
い
た
観
光
蔵
馬
車

が
、
６
月　

日
豸
ま
で
の
土
・

２９

日
曜
日
限
定
で
運
行
し
ま
す
。

詳
細
は
蔵
の
街
観
光
セ
ン
タ
ー

（
�
０
２
４
１
―　

―
４
１
１

２４

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

に
つ
い
て
は
喜
多
方
観
光
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.k
ita
k
a
ta
-k
a
n
k
o
.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
１
月
２
日
か
ら
平

２６

成　

年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築

２７
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
家
屋
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら
固

２７

定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
課
税
の

催
し
物 

催
し
物 

※
こ
の
制
度
は
、
市
民
の
方
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
や

善
意
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
譲
り
渡
し
は
無
料
で
お

願
い
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

市
民
生

活
課
・
内
線
１
７
１
２
ま
で
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で

不
用
に
な
っ
た
り
、
利
用
さ
れ

ず
に
眠
っ
て
い
る
生
活
用
品
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め
に
、
生

活
用
品
交
換
情
報
提
供
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
登
録
で
き
る
も
の　

①
家
具

類
②
楽
器
類
③
ベ
ビ
ー
用
品

④
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
用
品

⑤
雑
貨
類

▽
登
録
で
き
な
い
も
の　

①
食

料
品
②
薬
品
類
③
動
物
・
植
物

④
貴
金
属
⑤
衣
類
⑥
書
籍
⑦
ガ

ス
器
具
⑧
自
転
車
（
幼
児
用
は

扱
い
ま
す
）・
電
動
車
い
す
⑨
電

器
製
品
（
電
池
を
含
め
燃
料
を

必
要
と
す
る
も
の
も
含
む
）
⑩

パ
ソ
コ
ン
⑪
そ
の
他
市
長
が
不

適
当
と
認
め
た
も
の

▽
登
録
期
間　

２
か
月
と
し
、

あ
っ
せ
ん
は
３
人
ま
で
を
限
度

と
し
ま
す
。

※
情
報
は
、
市
役
所
１
階
市
民

ロ
ビ
ー
に
掲
示
し
ま
す
。「
譲
っ

て
く
だ
さ
い
」
に
つ
い
て
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

※
譲
り
受
け
た
い
と
希
望
す
る

品
は
、
１
人
あ
た
り
２
点
ま
で

と
し
、登
録
順
に
紹
介
し
ま
す
。

◎
「
譲
り
ま
す
」
 

　
　
「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」

生
活
用
品
交
換
 

　
情
報
提
供
制
度

家
屋
調
査
に 

　
ご
協
力
く
だ
さ
い 

基
と
な
る
家
屋
の
評
価
額
を
算

出
す
る
た
め
の
調
査
を
現
在
、

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る

家
屋
に
は
、
市
の
職
員
が
お
伺

い
し
、
家
屋
の
床
面
積
や
内

部
・
外
部
の
使
用
資
材
・
仕
上

げ
な
ど
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
該
当
す
る
家
屋
を
お

持
ち
の
方
は
、
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
調
査
の
日
程
や
時

間
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
屋
の
取
り
壊
し
を

し
た
場
合
も
、
次
年
度
か
ら
課

税
を
し
な
い
た
め
の
処
理
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ

て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
９
ま
で
。

　

平
成　

年
経
済
セ
ン
サ
ス－

２６

基
礎
調
査
及
び
商
業
統
計
調
査

が
７
月
１
日
貂
に
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。
調
査
結
果
は
、

地
域
開
発
や
都
市
計
画
な
ど
私

た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
な

▽
達
成
状
況
（
平
成　

年
度
末

２５

現
在
）　

第
二
次
東
大
和
市
情
報

化
推
進
計
画
で
は
、　

項
目
の

１９

各
種
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

計
画
期
間
中
に
目
標
を
達
成
し

た
事
業
が　

項
目
、
一
部
達
成

１４

し
た
事
業
が
４
項
目
、
未
達
成

の
事
業
が
１
項
目
と
な
り
ま
し

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。　

■
多
摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活

動
事
業
〜
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
体

験
塾

　

多
摩
・
島
し
ょ
の
市
町
村
な

ど
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
様
々
な
感
動
を
体
験

す
る
た
め
、
共
同
で
子
ど
も
の

体
験
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
ク
ラ
ブ
と
柔
ら

か
い
ボ
ー
ル
を
使
用
し
、
年
齢

や
レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
に
安
全
に

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

▽
対
象　

東
大
和
市
、昭
島
市
、

立
川
市
、
武
蔵
村
山
市
に
在

住
・
在
学
の
小
・
中
学
生
（
保

護
者
の
見
学
可
）

▽
日
時　

７
月　

日
貅
午
前
８

２４

時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

昭
和
の
森
ゴ
ル
フ
コ

ー
ス
（
昭
島
市
）

▽
定
員　
　

人
（
申
込
多
数
の

１９２

場
合
は
抽
選
）

▽
費
用　

二
、五
〇
〇
円（
保
険

料
、
昼
食
代
、
参
加
賞
代
を
含

む
。
昼
食
を
希
望
す
る
保
護
者

は
別
途
一
、
〇
〇
〇
円
が
必
要

で
す
。
当
日
会
場
受
付
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
）

▽
申
込
方
法　

６
月　

日
貂
ま

２４

で
に
、
は
が
き
に
次
の
と
お
り

記
入
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
１
人
１
通
。当
日
消
印
有
効
）。

�
宛
先 

〒　
　

昭
島
市
田
中

１９６-
００１４

町　

―
３
昭
和
飛
行
機
工
業
㈱

６１０
管
理
本
部
地
域
振
興
推
進
室
内

「
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
体
験
塾
」

実
行
委
員
会
事
務
局

�
記
載
事
項 

①
参
加
者
の
郵

便
番
号
・
住
所
②
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
③
性
別
④
学
年
⑤
身
長

⑥
右
打
ち
ま
た
は
左
打
ち
⑦
ゴ

ル
フ
経
験
の
有
無
⑧
保
護
者
氏

名
・
緊
急
連
絡
先
電
話
番
号
⑨

保
護
者
の
昼
食
申
込
み
の
有

無
・
人
数

※
複
数
の
応
募
者
で
申
し
込
む

場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
は
が
き

に
保
護
者
の
昼
食
の
有
無
・
人

数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

「
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル

フ
体
験
塾
」
実
行
委
員
会
事
務

局
�　

―　

―
４
９
５
７
へ

０４２

５４１

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）。

■
就
職
面
接
会
「
就
職
フ
ェ
ア

　

東
大
和
」

in
　

市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立

川
と
の
共
催
で
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
（
申
込
不
要
）。

▽
日
時　

７
月　

日
貅
午
後
１

１０

時　

分
〜
４
時
（
受
付
開
始
は

３０
午
後
１
時
か
ら
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
参
加
企
業　

東
大
和
市
周
辺

の
企
業
約　

社
程
度

１０

※
求
人
内
容
は
、
開
催
日
の
約

　

日
前
に
就
職
情
報
室
（
市
役

１０所
５
階
）
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

立
川
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:

//tok
y
o-h
ellow

ork
.jsite.

m
h
lw
.g
o.jp
/list/tach

ik
aw

a.h
tm
l

）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
持
ち
物　

履
歴
書（
複
数
枚
）、

参
加
票
（
当
日
記
入
可
）、ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の

方
の
み
）

▽
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立

川
�　

―　

―
８
６
０
９
へ
。

０４２

５２５

う
え
、
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
調
査

票
は
、
厳
重
に
保
管
し
、
集
計

が
完
了
し
た
後
は
溶
解
処
分
す

る
な
ど
、
情
報
の
保
護
に
は
万

全
を
期
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
１
２
ま
で
。

り
ま
す
。

　

調
査
方
法
は
、
６
月
中
旬
か

ら
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
、
直

接
調
査
票
を
配
布
・
回
収
す
る

方
法
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
オ

ン
ラ
イ
ン
）
に
よ
る
回
答
の
２

種
類
と
な
り
ま
す
が
、
一
部
に

つ
い
て
は
総
務
省
、
都
道
府
県

も
し
く
は
市
か
ら
郵
送
等
に
よ

り
調
査
票
を
配
布
・
回
収
す
る

方
法
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
、

一
緒
に
お
配
り
し
た
「
調
査
票

の
記
入
の
し
か
た
」
を
ご
覧
の

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２１

平
成　

年
度
ま
で
を
計
画
期
間

２５

と
し
た
第
二
次
東
大
和
市
情
報

化
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
各
種

情
報
化
施
策
を
進
め
ま
し
た
。

こ
の
度
、
計
画
期
間
が
満
了
し

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
達

成
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�������������������������������������������

◎
ご
協
力
く
だ
さ
い 

経
済
セ
ン
サ
ス 

　
　 

│

基
礎
調
査 

商
業
統
計
調
査 

第
二
次
東
大
和
市 

　
　
　
　
情
報
化
推
進
計
画
の
達
成
状
況 

た
。

　

な
お
、
一
部
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成

２６

　

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し

３０た
第
三
次
情
報
化
推
進
計
画
で
、

引
き
続
き
計
画
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

※
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

情
報
管
理
課
・
内

線
１
３
７
１
ま
で
。

自転車等利用自粛のお願い 市内各駅周辺の自転車等駐車場は大変混雑しています。駅までおおむね800 メートル以内にお住まい
の方の自転車等利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線1213まで

　10月1日貉からの家庭廃棄物有料化に伴い、減免世帯に一定
枚数の指定収集袋を交付します。

蜴減免世帯
①生活保護世帯
②中国残留邦人等支援法による支給を受けている世帯
③児童扶養手当・特別児童扶養手当を受給している方がいる世帯
④老齢福祉年金を受給している方がいる世帯
⑤身体障害者手帳1・2級をお持ちの方がいる世帯
⑥精神障害者手帳1・2級をお持ちの方がいる世帯
⑦愛の手帳1・2度をお持ちの方がいる世帯
⑧75歳以上の方のみで構成されている世帯
※③～⑧は、世帯全員が市民税非課税であることが要件です。

蜴申請受付
�日　時　6月23日豺～7月4日貊  ※土・日曜日は除く。
　　　　　午前9時～午後5時
�場　所　市役所会議棟
�持ち物　①減免世帯に該当していることを証明する書類または

手帳②印鑑（朱肉を使うもの）
※平成26年度の市民税非課税証明書は必要ありません。ただし、
平成26年1月1日現在東大和市に住民登録がない方は必要です。

蜴袋の交付　指定収集袋の交付方法は、8月下旬頃、減免世帯
へ送付する決定通知書にてお知らせします。

蜴問合せ　ごみ対策課・内線1241まで

【家庭廃棄物有料化に伴う減免制度のご案内】

　有料化及び戸別収集の制度について、ご理解ご協力をいただ
くため、説明会を次のとおり開催します。事前の申込みは不要で
す。当日会場までお越しください。

会場時間期日
蔵敷公民館101号室午前10時～11時30分

7月3日貅
上北台公民館301集会室午後 7 時～ 8 時30分
狭山公民館101学習室午前10時～11時30分

7月4日貊
清原市民センター集会室午後 2 時～ 3 時30分
中央公民館ホール午前10時～11時30分7月5日貍

蜴問合せ　ごみ対策課・内線1241まで

【家庭廃棄物有料化及び戸別収集の説明会】
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�

の
話
、調
理
実
習
、試
食
／
母
子

健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、エ
プ
ロ

ン
、三
角
巾
、バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

■
両
親
学
級

　

妊
婦
と
そ
の
家
族
／
期
日
等

左
表
の
と
お
り
／
午
前
は
９
時

　

分
〜
正
午
、
午
後
は
１
時　

３０

３０

分
〜
４
時
／
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／　

組
（
事
前
申
込
制
。
第

２０

１
子
目
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
９
月

の
教
室
に
な
り
ま
す
）
／
第
４

・
５
回
は
、
午
前
ま
た
は
午
後

の
参
加
と
な
り
ま
す
／
母
子
健

康
手
帳
、
筆
記
用
具

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／
７
月
２

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
／
事
前

１０

予
約
制
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
専
門
の
医
師
に
よ
る
相
談

■
糖
尿
病
予
防
教
室
「
こ
れ
な

ら
で
き
る
！
予
防
の
た
め
の
第

一
歩
」

　

糖
尿
病
予
防
の
た
め
に
大
切

な
運
動
と
食
生
活
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
血
管
年
齢
の
測

定
も
で
き
ま
す
。

対
象　

原
則　

歳
未
満
の
方
／

６５

日
時
等　

右
下
表
の
と
お
り
／

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
３０

（
申
込
順
）
／
健
康
手
帳
を
お

持
ち
で
な
い
方
に
は
、
当
日
配

布
し
ま
す
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　

６
月　

日
貂
午
後
７
時
か
ら

２４

／
市
役
所
会
議
棟
第
１
・
２
会

議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
１０

（
当
日
先
着
順
）
／
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
／
高
齢

介
護
課
・
内
線
１
１
７
１
ま
で
。

■
保
険
年
金
課
か
ら

◎
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用

差
額
通
知
書
を
６
月
か
ら
送
付

し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
時
に
自
己
負
担
額
の
削

減
が
見
込
ま
れ
る
方
へ
通
知
し

ま
す
。こ
の
通
知
に
よ
り
、特
に

申
請
等
の
手
続
き
を
行
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
を
希

■
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
対
策

事
業

　

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
対
策

と
し
て
、
風
し
ん
の
抗
体
検
査

を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。
検
査

の
結
果
、
低
抗
体
価
（
Ｈ
Ｉ
抗

体
価　

倍
以
下
ま
た
は
Ｅ
Ｉ
Ａ

１６

価　

未
満
）
で
あ
っ
た
方
は
、

８.０
無
料
で
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
者
は
市
内
に
住
所
を
有

す
る　

歳
以
上
の
女
性
で
す
。

１９

６
月
下
旬
か
ら
実
施
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
込
方
法

等
の
詳
細
は
、
決
定
次
第
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
報
等
で

望
す
る
方
は
担
当
医
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
と
は
、先
発
医
薬
品（
新

薬
）の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、同

一
成
分（
同
一
効
能
、
効
果
）を

持
つ
後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。

◎
糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、
生
活
習
慣
を
起
因
と
し
た

糖
尿
病
の
治
療
を
し
て
い
る
方

の
中
か
ら
対
象
と
な
っ
た
方
へ

糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
食
事
や
運

動
な
ど
の
支
援
の
た
め
、
保
健

師
等
に
よ
っ
て
、
生
活
習
慣
改

善
の
た
め
の
計
画
に
基
づ
い
た

面
談
や
電
話
な
ど
を
行
い
、
糖

尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に

実
施
し
ま
す
。
参
加
は
担
当
医

師
と
相
談
し
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
険

年
金
課
・
内
線
１
０
２
１
ま
で
。

■
消
費
者
講
座
「
プ
ロ
か
ら
学

ぶ
！
賢
い
お
買
い
物
術　

」
! !

　

ス
ー
パ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
、
コ
ン
ビ
ニ
等
、
ど
の
よ
う

に
使
い
分
け
を
す
る
と
お
得
な

の
か
な
ど
「
い
い
も
の
を
楽
し

く
、
安
く
、
賢
く
買
う
た
め
の

知
恵
」
を
プ
ロ
か
ら
学
び
ま
す
。

日
時　

７
月
２
日
貉
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分
／
中
央
公
民

３０

３０

館
／　

人
（
申
込
順
）
／
講
師

４０

今
野
保
氏
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
／
一
時
保
育

対
象
は
１
歳
以
上
の
未
就
学
児

で
す
。定
員
は
６
人
。６
月　

日
２４

◎
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
パ
ン

２
０
１
４
」
へ
の
ご
協
力
を

　

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
４
」
と
題
し
、

「
で
ん
き
を
消
し
て
、
未
来
を

み
つ
め
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
６
月　

日
貍
〜
７
月
７
日

２１

豺
の
間
を
啓
発
期
間
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
６
月　

日
貍
に

２１

「
夏
至
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」、７
月

７
日
豺
に
「
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
」
と
題
し
、
午
後
８
時
〜　
１０

時
の
２
時
間
、
一
斉
に
電
気
を

消
灯
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

◎
ハ
チ
の
巣
を
駆
除
す
る
た
め

の
防
護
服
を
貸
し
出
し
ま
す

　

市
で
は
、
一
般
住
宅
や
民
間

施
設
に
で
き
た
ハ
チ
の
巣
の
駆

除
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ハ
チ

の
巣
が
で
き
た
場
合
は
、
所
有

者
・
居
住
者
の
方
ご
自
身
で
対

応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
で
は
駆
除
用
防
護
服
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
希
望
す

る
方
は
環
境
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
ス
ズ
メ
バ

チ
の
巣
な
ど
危
険
度
が
高
い
場

合
は
、
専
門
業
者
に
依
頼
し
て

除
去
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
（
費
用
は
自
己
負
担
で
す
）。

◎
一
般
家
庭
で
も
農
薬
の
使
用

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

家
庭
で
樹
木
等
に
使
用
す
る

殺
虫
剤
等
も
農
薬
の
一
種
で
す
。

使
用
方
法
を
誤
る
と
思
わ
ぬ
被

害
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

使
用
す
る
際
は
、
周
辺
の
方
に

健
康
被
害
が
及
ば
な
い
よ
う
最

大
限
の
配
慮
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
使
用
方
法
、
使
用
上
の
注
意

を
守
っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

�
近
隣
へ
の
影
響
が
少
な
い
天

候
や
時
間
帯
を
選
ん
で
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。

�
飛
散
が
少
な
い
形
状
の
農
薬

や
農
薬
が
飛
散
し
に
く
い
ノ
ズ

ル
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

�
事
前
に
近
隣
の
方
々
に
周
知

し
、
特
に
農
薬
が
子
ど
も
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
防
止
対
策
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

�
使
用
年
月
日
、
場
所
、
対
象

植
物
、
農
薬
の
種
類
、
使
用
量

ま
た
は
希
釈
倍
数
に
つ
い
て
の

記
録
を
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
、
７
月
〜
９
月
に
ユ

ス
リ
カ
を
駆
除
す
る
た
め
、
発

生
源（
Ｕ
字
溝
等
）に
成
長
抑
制

剤（
粒
剤
）の
散
布
を
行
い
ま
す
。

◎
有
害
物
質
を
取
り
扱
う
事
業

者
の
方
へ

①
都
の
条
例
に
よ
り
、
適
正
管

理
化
学
物
質（
ト
ル
エ
ン
、キ
シ

レ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
等　
５９

種
類
）の
う
ち
、１
物
質
当
た
り

年
間　

㎏
以
上
取
り
扱
う
工
場

１００

・
指
定
作
業
場
は
、
毎
年
６
月

末
日
ま
で
に
前
年
度
の
使
用
量

等
を
市
へ
報
告
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
該
当

環
　 

　  

境 

お
知
ら
せ
し
ま
す
／
市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５
２
１

０４２

５６５

１
ま
で
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
７
月
２
日
貉
午
後
１

時　

分
〜
３
時
／
市
立
保
健
セ

３０
ン
タ
ー
／　

人（
申
込
順
。６
月

２０

　

日
豺
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま

１６す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方

の
話
、試
食（
保
護
者
の
み
）／
母

子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、お
ん

ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ
も

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
〜　

か
月
）

１１

　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／
７
月
９
日
貉
午
後
１

時　

分
〜
３
時　

分
／
市
立
保

３０

３０

健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
。

２０

６
月　

日
豺
か
ら
受
付
を
開
始

１６

し
ま
す
）／
保
育
室
有
り（　

人
。

１５

申
込
順
）
／
離
乳
食
の
進
め
方

　

熱
中
症
へ
の
注
意
が
必
要

な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

熱
中
症
は
梅
雨
入
り
前
の

５
月
頃
か
ら
起
こ
り
始
め
、

７
〜
８
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
す
。
本
格
的
に
暑
く
な
る

前
か
ら
、
水
分
補
給
や
服
装

の
工
夫
、
風
通
し
の
よ
い
環

境
づ
く
り
な
ど
の
点
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、高
齢
者
や
乳
幼
児
、

体
調
不
良
の
方
は
注
意
が
必

要
で
す
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
�　

―　

―
５
２
１
１

０４２

５６５

ま
で
。

熱
中
症
に 

　
ご
注
意
を 

す
る
方
は
、
環
境
課
（
市
役
所

３
階
）
へ
報
告
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。ま
た
、燃
料
小
売

業
の
方
に
は
、ト
ル
エ
ン
、キ
シ

レ
ン
、
ベ
ン
ゼ
ン
に
加
え
、
ヘ

キ
サ
ン
も
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
４
月
か
ら
１ ,　

４

２５

―
ジ
オ
キ
サ
ン
が
適
正
管
理
化

学
物
質
に
追
加
さ
れ
、
平
成　
２６

年
度
（
平
成　

年
度
実
績
分
）

２５

か
ら
報
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

②
過
去
に
有
害
物
質
（
鉛
、
ひ

素
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
な

ど　

種
類
）
及
び
有
害
物
質
を

２６
含
む
物
質
を
取
り
扱
っ
て
い
た

工
場
・
指
定
作
業
場
で
、
事
業

の
廃
止
・
施
設
の
除
去
を
行
う

場
合
は
、
そ
の　

日
前
ま
で
に

３０

土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
行
い
、

調
査
結
果
を
市
へ
報
告
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
事
業
の
廃
止

等
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
環

境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
環
境

課
・
内
線
１
２
７
２
ま
で
。

貂
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
／
手
話
通
訳
の
申
込
み　

フ

ァ
ク
ス（　

―　

―
５
９
３
１
）

０４２

５６３

ま
た
は
、
電
子
メ
ー
ル
（sh

im
i

n
seik
atsu
@
city
.h
ig
ash
iy
a

m
ato.lg

.jp

）
で
、
６
月　

日
２４

貂
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
／
講
座
の
申
込
み　

市
民
生

活
課
・
内
線
１
７
１
２
ま
で（
６

月　

日
豺
午
前　

時
か
ら
受
付

１６

１０

を
開
始
し
ま
す
）。

■
東
京
都
都
市
整
備
局
〜
屋
外

広
告
物
講
習
会

　

東
京
都
内
で
屋
外
広
告
業
を

営
ん
で
い
る
方
、
営
も
う
と
し

て
い
る
方
／
８
月　

日
豺
・　

２５

２６

日
貂
午
前　

時
〜
午
後
５
時　

１０

３０

分
／
都
庁
第
一
本
庁
舎
５
階
大

会
議
場
／　

人（
申
込
順
）／
四
、

２０１

九
〇
〇
円
（
別
途
指
定
テ
キ
ス

ト
が
必
要
で
す
）
／
申
込
書
の

配
布
場
所　

東
京
都
、区
・
市
・

瑞
穂
町
の
屋
外
広
告
担
当
窓
口

（
東
大
和
市
は
土
木
課
）
／
申

込
み　

６
月　

日
豺
〜　

日
貊

２３

２７

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時
（
正

３０

午
〜
午
後
１
時
は
除
く
）
の
間
、

申
込
書
に
受
講
手
数
料
を
添
え

て
、
東
京
都
都
市
整
備
局
緑
地

景
観
課
（
都
庁
第
二
本
庁
舎　
２１

階
中
央
）
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
／
東
京
都
都
市
整
備
局
緑

地
景
観
課
�　

―
５
３
８
８
―

０３

３
３
３
５
へ
。

開　催　日
午後産科医師の話 7 月 3 日貅第 1 回
午後妊娠中の歯の話 7 月 7 日豺第 2 回

午前妊娠中の栄養の話
と調理実習 7 月10日貅第 3 回

午前妊婦体操と呼吸法 7 月17日貅第 4 回 午後
午前もく浴の実習 7 月26日貍第 5 回 午後

持ち物等内容（講師）日時

健康手帳（お持ちの方）、
筆記用具

医師の講話（木住野哲
氏）、血管年齢測定

7月5日貍
午後1時30分

～4時
健康手帳（お持ちの方）、
筆記用具、飲み物、動き
やすい服装、タオル

運動の実技と講話（運
動指導士）、歯周病予防
の話（歯科衛生士）

7月8日貂
午後1時30分

～4時
健康手帳（お持ちの方）、
筆記用具、エプロン、三
角巾

栄養講話と調理実習
（栄養士）

7月15日貂
午前9時30分
～午後0時30分

病院？救急車？迷ったら「＃ 7119」～救急相談センターへ！～／問合せ　北多摩西部消防署 � 042 － 565 － 0119へ
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仕
事
等
で
平
日
に
納
税
相
談

及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
の
た
め
に
、
休
日
臨
時
収

納
窓
口
及
び
土
曜
開
庁
窓
口
を

次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
今
月
の
休
日
臨
時
収
納
窓
口

６
月　

日
豸
午
前
８
時　

分
〜

２９

３０

正
午

▽
土
曜
開
庁
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午
（
祝

３０

日
は
除
く
）

※
休
日
臨
時
収
納
窓
口
・
土
曜

開
庁
窓
口
に
お
け
る
納
税
相
談

は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る
よ

う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午
後

５
時
ま
で
に
納
税
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重
な

る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

臨
時
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　6月30日（月） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・市・都民税 第1期 

・国民健康保険税 過年度第3期 
・介護保険料 過年度第3期 

・後期高齢者医療保険料 過年度第3期 

□
大
和
音
頭
講
習
会
（
大
和
音

頭
保
存
会
）
／
６
月　

日
午
後

１７

１
時　

分
か
ら
／
中
央
公
民
館

３０

／
■費
 

１
人　

円
／
大
和
音
頭
、

５００

き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節　

ほ
か

／
■問
 

大
沢　

―　

―
０
８
１
５

０４２

５６２

□
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
親
善
大
会

（
さ
く
ら
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
）

／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
／
６

月　

日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

２２

　

分
／
市
民
体
育
館
／　

人
／

３０

５０

■費
 
　

円
／
■申
 

６
月　

日
ま
で
に

５００

２０

森　

―　

―
０
３
６
１
へ
。

０４２

５６４

□
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流

会
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
）
／

市
内
在
住
・
在
勤
で　

歳
以
上

６０

の
方
／
６
月　

日
正
午
〜
午
後

２８

４
時
／
市
民
体
育
館
／　

人
／

２５

年
齢
層
毎
の
交
流
試
合
／
■申
 

６

月　

日
ま
で
に
山
地　

―　

―

２０

０４２

５６２

７
３
９
７
へ（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）。

□
ら
★
ご
ん
た
祭
（
か
た
つ
む

り
の
会
作
業
所
）
／
市
民
の
方

／
６
月　

日
午
前　

時
〜
午
後

２１

１１

３
時
／
か
た
つ
む
り
の
会
作
業

所
／
ク
ッ
キ
ー
、
焼
き
そ
ば
、

朝
ど
り
野
菜
の
販
売
、
バ
ザ
ー

／
■問
 

か
た
つ
む
り
の
会
作
業
所

　

―　

―
１
０
２
８

０４２

５６７

□
子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

と
支
援
①
学
齢
期
②
幼
児
期

（
ア
ー
チ
心
理
・
発
達
相
談
室
）

／
①
６
月　

日
②
６
月　

日
／

２５

２７

午
後
６
時　

分
〜
７
時　

分
／

３０

３０

中
央
公
民
館
／
各　

人
（
申
込

１５

順
）
／
臨
床
心
理
士
に
よ
る
支

援
方
法
の
紹
介
／
■講
 

①
守
屋
明

徳
②
荻
野
恵
美
子
／
■申
 

①
は
６

月　

日
ま
で
に
、
②
は
６
月　

２４

２６

日
ま
で
に
荻
野　

―　

―
３
２

０４２

５６７

１
０
へ
（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）。

□
第　

回
東
大
和
環
境
こ
ん
わ

１１

会
（
環
境
学
習
リ
ー
ダ
ー
連
絡

会
）
／
市
民
の
方
／
６
月　

日
２７

午
後
１
時　

分
〜
４
時
／
中
央

３０

公
民
館
／
環
境
基
本
計
画 
進
齏 

し
ん
ち
ょ
く

状
況
、
意
見
交
換
／
■講
 

東
大
和

市
職
員
／
■持
 

筆
記
用
具
／
■問
 

野

澤　

―　

―
４
０
７
８

０４２

５６１

□
第　

回
地
域
交
流
会
「
来

１５

て
！
見
て
！
作
っ
て
！
」（
第
二

み
ん
な
の
家
）
／
６
月　

日
午

２９

前　

時
〜
午
後
２
時
／
第
二
み

１０
ん
な
の
家
／
陶
芸
体
験
、
押
し

花
体
験
、
作
業
所
作
品
販
売
、

模
擬
店
、
バ
ザ
ー
／
■問
 

第
二
み

ん
な
の
家　

―　

―
０
２
６
７

０４２

５６７

□
夏
休
み
子
ど
も
手
話
（
聴
覚

障
害
者
協
会
）／
市
内
小
・
中
学

生
／
７
月　

日
午
前
９
時　

分

２１

３０

〜　

時　

分
／
の
ぞ
み
集
会
所

１１

３０

／　

人（
申
込
順
）／
手
話
学
習
、

３０
ゲ
ー
ム
、
聴
覚
障
害
者
と
の
交

流
等
／
■講
 

細
田
恵
子
他
／
■費
 
　
１００

円
（
材
料
代
）、　

円
（
テ
キ
ス

９４５

ト
代
）
／
■持
 

筆
記
用
具
、
水
筒

／
■申
 

６
月　

日
ま
で
に
細
田　

３０

０４２

―　

―
３
８
８
２
（
フ
ァ
ク
ス
）、

５６５
木
内　

―　

―
４
８
８
３
へ
。

０４２

５６２

□
太
極
拳
会
員
募
集
（
陳
氏
太

極
拳
東
大
和
教
室
）
／
毎
週
月

曜
日
午
後
６
時
〜
７
時　

分
／

３０

向
原
市
民
セ
ン
タ
ー
／
太
極
拳

を
初
歩
か
ら
指
導
し
ま
す
／
■月
 

二
千
円
／
■持
 

室
内
運
動
靴
／
■問
 

岡
本　

―　

―
１
９
３
７

０４２

５６５

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
員
募
集

（
東
大
和
シ
ャ
ト
ル
レ
デ
ィ
ー

ス
）
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
女

性
／
毎
週
月
曜
日
午
前
９
時
〜

　

時　

分
／
市
民
体
育
館
／
■入
 

１１

３０

千
円
／
■月
 

二
千
円
／
■問
 

伊
東　
０９０

―
５
３
０
５
―
５
２
０
９

□
会
員
募
集（
折
り
紙
同
好
会
）

／
関
心
の
あ
る
方
／
毎
週
火
曜

日
午
前　

時
〜
正
午
、
午
後
２

１０

時
〜
４
時
／
上
北
台
公
民
館
／

作
品
制
作
と
講
習
／
■月
 
　

円
／

５００

■問
 

今
井　

―
９
４
５
８
―
１
１

０８０

３
８

□
６
月　

日
〜　

日
は
全
国
一

２３

２９

斉「
子
ど
も
の
人
権　

番
」強
化

１１０

週
間
で
す
／
学
校
で
の
「
い
じ

め
」
や
家
庭
内
で
の
児
童
虐
待

で
悩
ん
で
い
た
ら
、
１
人
で
悩

ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
／
電

話
番
号　

０
１
２
０
―　

―　
００７

１１０

／
開
設
時
間　

午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
７
時（
土
・
日
曜
日
は
午

前　

時
〜
午
後
５
時
）
／
強
化

１０
週
間
外
で
も
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
（
平
日
の
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時　

分
）
／
■問
 

３０

１５

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
三

課　

―
５
２
１
３
―
１
２
３
４

０３
□
都
立
立
川
ろ
う
学
校
公
開
講

座
①
中
級
手
話
Ａ
②
中
級
手
話

Ｂ
／
中
学
生
以
上
の
方
、
簡
単

な
日
常
会
話
が
で
き
る
方
／
①

７
月　

日
・　

日
、
８
月
４
日
・

２２

２８

　

日
・　

日
②
７
月　

日
・　

１８

２５

２３

２９

日
、
８
月
５
日
・　

日
・　

日
／

１９

２７

午
前　

時
〜
正
午
／
都
立
立
川

１０

ろ
う
学
校
／
各　

人
／
■申
 

６
月

２０

　

日（
消
印
有
効
）ま
で
に
、
往

２７復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、希
望

講
座
、
昼
間
の
連
絡
先
を
記
入

し
、
立
川
ろ
う
学
校
公
開
講
座

係
（
〒　
　

立
川
市
栄
町
１
―

１９０-
０００３

　

―
７
）へ
郵
送（
１
人
１
講
座

１５の
み
。抽
選
）／
■問
 

都
立
立
川
ろ

う
学
校　

―　

―
１
３
５
９
、

０４２

５２３

フ
ァ
ク
ス　

―　

―
６
４
２
１

０４２

５２３

□
学
校
公
開
（
都
立
八
王
子
盲

学
校
）
／
６
月　

日
午
前
９
時

２８

〜
午
後
０
時　

分
／
都
立
八
王

５０

子
盲
学
校
／
授
業
公
開
、
教
育

相
談
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
／

■問
 

都
立
八
王
子
盲
学
校　

―　
０４２

６２３

―
３
２
７
８

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用
、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

〈
一
般
書
〉

�
時
間
と
い
う
贈
り
も
の

飛
幡
祐
規 
著

�
文
芸
誌
編
集
実
記寺

田
博 
著

�
介
護
経
営
黒
字
化
の
極
意

木
埜
暉
尚 
著

�
流
転
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

中
筋
純 
写
真
・
文

�
日
本
に
来
た
ユ
ダ
ヤ
難
民

　

バ
ル
ハ
フ
テ
ィ
ク
’

ゾ
ラ
フ 
著

�
監
視
対
象

ラ
ン
キ
ン
’
イ
ア
ン 
著

�
Ｑ
（
上
・
下
）

ブ
リ
セ
ッ
ト
’
ル
ー
サ
ー 
著

〈
児
童
書
〉

�
世
界
で
い
ち
ば
ん
貧
し
い

大
統
領
の
ス
ピ
ー
チ

く
さ
ば
よ
し
み 
編

�
て
ん
ぐ
の
が
っ
こ
う

や
ぎ
た
み
こ 
作

�
ク
リ
オ
ネ
の
し
っ
ぽ

長
崎
夏
海 
著

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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■
東
大
和
警
察
署
〜
安
全
運
転

管
理
者
等
の
選
任
届
の
提
出
を

　

安
全
運
転
管
理
者
等
の
選
任

義
務
を
熟
知
し
て
い
な
い
自
動

車
の
使
用
者
や
、
法
定
台
数
以

上
の
車
両
を
保
有
し
て
い
な
が

ら
安
全
運
転
管
理
者
等
を
選
任

し
て
い
な
い
事
業
所
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
自
動
車
を
５
台
以

上
使
用
す
る
時
、　

人
乗
り
以

１１

上
の
自
動
車
を
使
用
す
る
時
は
、

安
全
運
転
管
理
者
等
の
選
任
が

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
選
任
届
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
／
東
大
和
警
察
署
�　
０４２

―　

―
０
１
１
０
へ
。

５６６
■
商
工
会
〜
源
泉
所
得
税
個
別

指
導
会
「
個
人
事
業
者
向
け
」

　

７
月
１
日
貂
〜
９
日
貉
午
前

　

時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日
曜

１０日
は
除
く
）
／
商
工
会
館
／
持

ち
物　

給
与
支
払
明
細
書
、
扶

養
控
除
等
申
告
書
、納
付
書
（
全

て
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
）
／

商
工
会
�　

―　

―
１
１
３
１

０４２

５６２

■
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

◎
夏
の
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

／
８
月
５
日
貂
午
後
７
時
〜
９

時
／
社
会
福
祉
協
議
会
／
市
内

の
福
祉
制
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
／
無
料

◎
夏
！
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
期
間　

７
月　

日
貊
〜
８

２５

月　

日
豸
の
う
ち
数
日
／
高
齢

３１
者
・
障
害
者
施
設
、
保
育
園
等

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
／
費

用　
　

円
以
上（
保
険
料
）／
説

３００

明
会　

７
月　

日
貂
午
後
１
時

２２

　

分
〜
３
時　

分
、
７
月　

日

３０

３０

２２

貂
午
後
７
時
〜
９
時
、
７
月　
２９

日
貂
午
前　

時
〜
正
午

１０

�
申
込
み
・
問
合
せ
は
社
会
福

祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
�　

―　

―
０
０
３
５
へ
。

０４２

５６４

◎
さ
わ
や
か
講
座

�
高
齢
者
等
支
援
編　

７
月
８

日
貂
午
前
９
時　

分
〜
午
後
３

３０

時　

分
／
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
高

３０
齢
者
へ
の
食
事
作
り
（
調
理
し

た
も
の
で
昼
食
）
な
ど
／　

円
３００

�
子
育
て
支
援
編　

７
月　

日
１１

貊
は
子
ど
も
の
褒
め
方
・
叱
り

方
・
遊
び
方
、
７
月　

日
豺
子

１４

ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
、
幼
児

食
・
お
や
つ
作
り
／
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分
／
１
日　

円

３０

３０

１００

／
保
育
有
り
（
５
人
。
申
込
順
）

【
さ
わ
や
か
講
座
の
共
通
事
項
】

会
場　

社
会
福
祉
協
議
会
等
／

　

人（
申
込
順
）／
申
込
み　

７

２０月
４
日
貊
ま
で
に
社
会
福
祉
協

議
会
�　

―　

―
０
０
１
３
へ
。

０４２

５６７
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市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで
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むし歯を予防しよう！　
　東大和市では、３歳児健康診査でむし歯

のある幼児は約１４％となり、東京都の平均

に近い値です。しかし、小学生になると、

むし歯のある児童は４８.６％となり、約２人

に１人の割合に増加します。小学生になる

と、食べ物の種類が増えたり、大人の歯が

生えてくるなど、お口の環境が変化し、む

し歯のリスクも上がります。

　まず、むし歯を予防するために大切なこ

とは、生活リズムを整えることです。食事

やおやつの時間・回数・内容を決めること

で、お口の中がむし歯になりにくい環境に

なります。食べることを楽しみながら、健

康なお口を保つために、生活リズムを見直

してみましょう。

　次に、歯みがき習慣です。食べたら口の

中をきれいにする習慣をつけましょう。歯

ブラシ、歯間清掃具やフッ素入り歯みがき

剤を使い、お口をきれいにすると、気分も

すっきりして気持ちがいいものです。

　そして最後に、定期的な歯科健診です。

かかりつけの歯医者さんを見つけて、むし

歯や歯周病などがないか診てもらいましょ

う。そして、自分に合った歯のみがき方や、

むし歯を予防する方法などを教えてもらい

ましょう。

　「歯と口は　健康・元気の　源だ」これ

は、平成２６年度の歯の衛生週間（６月４日

～１０日）の標語です。この機会に、家族で

お口の健康について話し合ってみてはいか

がでしょうか。

　健康に関する相談・問合せは、市立保健

センター�０４２-５６５-５２１１まで。
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●１９６６カルテット  ビートル
ズ クラシックス・コンサート
　ビートルズナンバーを２本
のヴァイオリンとチェロ、ピ
アノによるカルテットでお届
けします。
　７月１２日 貍午後３時開演／
大ホール　全席指定／一般　
３,５００円（友の会３,000円）

チケット発売中の自主事業

●Good Fellows USA＆JAPAN
　７月１０日 貅午後６時３０分開
演／小ホール　全席指定／一
般３,５００円（友の会３,000円）
●ミュージカルダンスワーク
ショップ
　夏休み、ミュージカルダン
スに挑戦しよう！
　８月１２日 貂～１４日 貅／小学
生クラスと中学生以上クラス
があります。申込方法等の詳
細はハミングホールのホーム
ページ（http ： / /www. humming
-hall.jp/）をご覧ください。
●ドリーミングファミリーコ
ンサート
　ドリーミングの楽しいコン
サート！アンパンマンもくる
よ！
　８月２４日 豸午後２時開演／
大ホール　全席指定／大人　
２,000円、子ども（３歳～中学
生）１,000円
●上間綾乃　Concert Tour 
２０１４
　沖縄が育んだ実力派シンガ
ーがハミングホールに登場！

沖縄民謡をルーツとする心揺
さぶる歌声をご堪能ください。
　８月３０日 貍午後６時開演／
大ホール 全席指定／一般
５,000円（友の会４,５００円）

 

● 東大和の音楽家たち Part２２
　６月２５日 貉正午開演／入場
無料／出演　高尾郁江、松井
洋之、高市貴久枝

 

　市民を対象とした調整会議
は、７月１日 貂午後１時３０分
から行います。

ロビーコンサート

７月の施設利用の申込み
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■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た

め
に
、
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す
。

○
免
除
制
度

　

申
請
者
本
人
、
申
請
者
の
配

偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前

年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
方

は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
免
除
に
は
、
保
険
料
の

全
額
が
免
除
さ
れ
る
全
額
免
除

と
保
険
料
の
一
部
を
納
め
る
こ

と
に
よ
り
、
一
部
（
半
額
、
４

分
の
１
、
４
分
の
３
）
の
保
険

料
が
免
除
に
な
る
一
部
納
付
が

あ
り
ま
す
。

○
納
付
猶
予
制
度

　

申
請
者
本
人
と
申
請
者
の
配

偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が

一
定
基
準
以
下
で
、　

歳
以
上

２０

　

歳
未
満
の
方
は
、
申
請
に
よ

３０り
保
険
料
の
納
付
を
納
期
限
か

ら
最
長
で　

年
、
後
払
い
に
で

１０

き
ま
す
。

※
両
制
度
と
も
申
請
に
は
印
鑑

が
必
要
で
す
。ま
た
、平
成　

年
２６

１
月
１
日
以
降
に
転
入
し
た
方

は
、平
成　

年
度
の
課
税（
非
課

２６

税
）証
明
書
が
必
要
で
す
。な
お
、

失
業
に
よ
り
申
請（
退
職
特
例
）

を
す
る
場
合
は
、
雇
用
保
険
離

職
票
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
、
公
的
機
関
が
発
行
す
る
退

職
日
が
分
か
る
証
明
書
の
い
ず

れ
か
（
た
だ
し
、
各
証
明
書
の

退
職
日
に
よ
っ
て
は
、
特
例
措

置
に
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
退
職
特
例
に
よ
る
免
除
・
納

付
猶
予
の
承
認
は
継
続
申
請
の

対
象
外
で
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
申
請
受
付
】

　

平
成　

年
７
月
〜
平
成　

年

２６

２７

６
月
分（
１
年
間
）の
免
除
・
納

付
猶
予
申
請
は
７
月
１
日
か
ら

保
険
年
金
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

平
成　

年
度
継
続
申
請
に
よ

２５

り
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
の
承

認
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成

　

年
度
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま

２６せ
ん
（
た
だ
し
、
平
成　

年
中

２５

の
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
）。

○
平
成　

年
４
月
か
ら
、
申
請

２６

時
点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〔
免
除
申
請
が
可
能
な
期
間
〕

（
例
）
平
成　

年
７
月
に
申
請

２６

す
る
場
合
、
平
成　

年
６
月
分

２４

〜
平
成　

年
６
月
分
ま
で
。

２７

※
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年

所
得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

申
請
が
遅
れ
る
と
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―　
０５

―
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
） 

午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
（
月
曜
日
は

１５

午
後
７
時
ま
で
）

�
第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２７年７月大・小ホール
平成２７年１月その他の施設

二中生徒会宣言
　

　５月１５日、第二中学校の生徒総会において、
携帯電話・スマートフォン利用の「二中生徒会
宣言」が発表されました。内容は次のとおりで
す。①悪口を書きません②書き込みによって傷
つく人がいることを意識します③許可なく他人
の情報や写真をのせません④メリハリをつけて
使用します⑤正しいマナーを身につけます
　第二中学校では、３年生の約６割がＳＮＳ・
ＬＩＮＥを利用していました。この利用率の高
さが、生徒自身にルールやマナーを身につけな
いといろいろなトラブルに巻き込まれてしまう
という危機感を生み、自らスローガンを決めよ
うと思ったようです。今回の「二中生徒会宣言」
は一人ひとりが自覚を持つために、とても素晴
らしい機会になったと思います。
　先日、ラジオでコメンテーターが、携帯電話
と自動車はよく似ていると言っていました。携
帯電話は約２０年、自動車は約１００年で急激に発
達し、生活になくてはならない物になっている。
しかし、どちらも使い方を間違うと凶器になる。
そして、携帯電話と自動車の大きな違いは、自
動車は免許が必要で、携帯電話は誰でも自由に
使用することができる。だからこそ携帯電話は
正しい使い方とマナーを覚え、守る必要がある
と言っていました。とても共感しました。
　子どもたちにとって、携帯電話は友達も持っ
ているし、楽しそうなので利用したい気持ちは
よく分かります。実際、連絡のツールとして必
要な時もあります。正しい使い方とマナーを守
り、携帯電話に踊らされることなく利用してほ
しいです。
　もしトラブルに巻き込まれた時は、「どうせ
携帯電話のことは分からないだろう」と考えず、
信頼できる大人に相談してください。トラブル
は人と人との関係で起こることなので、私のよ
うに携帯電話の進化についていけない者でもア
ドバイスはできると思いますよ。

　（平成2６年度市民記者　鈴木富雄）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

古紙含有率 70％再生紙を使用しています �

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

休日急患診療所 
日曜日と祝日の急患診療を行います。 

科目　内科・小児科  受付　午前10時～11時45分 
場所　休日急患診療所 時間　午後1 時～ 3時45分 

（立野1-1034-2） 電話　042-564-8181

※保険証を持参。なお、○障受給者証、○乳医療証、○子医療証等 
　をお持ちの方は、一緒にご持参ください。駐車場は、子ども 
　家庭支援センター等駐車場をご利用ください。 


